●コンピューター技能の使い方

合法的にアクセスする環境でのコンピューター操作は<コンピューター>+【論理力】

· 編集する

<コンピューター>+〔編集〕：資料やセンサーデータなどの改変も可能。

· アイコンの修復

<コンピューター>+〔修復〕：1ヒットにつき、1モニター修復。

· ユーザーの追跡

<コンピューター>+〔追跡〕：現在アクセスしているアイコンの物理的な居場所を特定。

10+追跡修正、１イニシアティブパスの継続判定

· データ転送

基本的に判定不要。転送は一瞬で終了。判定が必要な際には<コンピューター>+〔編集〕

●データ検索技能の使い方

　<データ検索>+〔検索〕の継続テスト：マトリックスより情報を検索する

　<データ検索>+〔操作〕：混雑した環境での特定の人のPANを探す。

　<データ検索>+〔傍受〕：他者のコムリンクで特定のキーワードがでないかマークする

· 侵入

○即興ハッキング

<ハッキング>+〔侵入〕、１イニシアティブパスの継続判定

目標値【ファイヤーウォール】,セキュリティアカウント（目標値+3）,管理者アカウント（目標値+6）

ハッキングダイスを振る度に、〔分析〕+【ファイヤーウォール】対ハッカー〔隠密〕の継続テスト

· 脆弱性の探査

時間をかけて、システムの脆弱性の探査を行いハッキングします。

目標値【システム】+【ファイヤーウォール】,VR（1時間）、AR（1日）の継続テスト

セキュリティアカウント（目標値+3）,管理者アカウント（目標値+6）

実際の侵入の際に、〔分析〕+【ファイヤーウォール】（目標値〔隠密〕レーティング）

· 侵入警報

· システムが侵入に気づくと【ファイヤーウォール】+4

· 接続の遮断

ハッカーの〔侵入〕+<ハッキング>に対して【ファイヤーウォール】+【システム】の対抗テスト

· システムリセット

【システム】+【レスポンス】10の継続テストにて、全てのシステムはダウンします。

●ハッキング技能の使い方

直接機器操作をしている際には<ハッキング>+【論理力】,プログラムを使うと<ハッキング>+プラグラムレーティング。

· プログラム,OSをクラッシュする

＜ハッキング＞+〔攻撃〕（【ファイヤーウォール】+【システム】、1戦闘ターン）継続テスト

システムの再起動にはシステムと同じだけの戦闘ラウンド。

ペルソナ、IC、エージェント、スプライトは対象にできない。

· データ爆弾の解除

＜ハッキング＞+〔解除〕と〔データ爆弾〕×2の対抗テスト。失敗すると発動

· 有線データ通信への干渉

1.使用ノードの探索：＜コンピューター＞+〔検索〕

2.盗聴する：＜ハッキング＞+〔傍受〕,このヒットが盗聴に気づくための目標値

3.通信内容の改変：＜コンピューター＞+〔編集〕

3.データ通信の捏造：＜ハッキング＞+〔傍受〕と【ファイヤーウォール】+【システム】の対抗テスト

· 追跡を攪乱する

＜ハッキング＞+〔攪乱〕対＜コンピューター＞+〔追跡〕（ノードの場合【システム】+〔追跡〕）純ヒット数だけ追跡の目標値に+。

· 偽命令を与える

他者のドローンやエージェントに偽命令を与えることができます

1. 相手のペルソナのアクセスIDを手に入れる：マトリックス知覚テスト

2. 偽命令を与える：＜ハッキング＞+〔偽装〕対〔パイロット〕+【ファイヤーウォール】の対抗テスト

●電子戦技能の使い方

○無線ノードを探知する

　　アクティブ、パッシブの走査には周囲が混雑していなければ判定なし。

　　混雑した環境下では＜電子戦＞+〔走査〕（2、1戦闘ターン）の継続判定。

　　ヒドゥンを探す場合、相手の特徴をある程度把握していれば4、漠然と探す場合は15

· 暗号化と解読

解除キーなしでの暗号解除：〔暗号解読〕+【レスポンス】（〔暗号化〕×2,1戦闘ターン）、継続テスト

· 無線通信の傍受

信号の通信範囲内にいれば可能。無線傍受を見つける方法なし。

1. 無線信号へ干渉：＜電子戦＞+〔傍受〕（3）

2. 基本的に無線通信は暗号化されているため、暗号解除が必要。

· ジャミング

複雑動作、ジャマーのシグナルよりも、機器の【シグナル】+〔ECCM〕が低い機器は全て通信途絶します
· サイバー戦闘

· イニシアティブ

AR:通常の肉体イニシアティブ

VR（コールドシム）:コムリンクの【レスポンス】+【直感力】（2パス）

VR（ホットシム）：コムリンクの【レスポンス】+【直感力】+1（3パス）

エージェント類：〔パイロット〕+【レスポンス】（3パス）

· マトリクスでの攻撃

攻撃側：<サイバー戦闘>+〔攻撃〕+〔ブラック〕対防御側：【レスポンス】+【ファイヤーウォール】

· マトリクスでの全力防御

<ハッキング>を防御テストに加えることができる

· マトリクスダメージ

〔攻撃〕使用時：レーティング+純ヒット数-（【システム】+〔装甲〕のヒット数）

〔ブラック〕使用時：レーティング+純ヒット数-（【意志力】+〔生体信号フィルター〕のヒット数）

· ブラックによるジャックアウト封鎖

ブラックICの攻撃が成功した場合ジャックアウトできなくなる

ジャックアウトするには【意志力】+〔生体信号フィルター〕対ブラックICレート【レスポンス】

●プログラム

　プログラムレーティング≦システム

プログラム数が【システム】の数値を超えるごとに【レスポンス】-1

· 分析　＜コンピューター＞

マトリックス知覚やハッキングの感知等に使用

· 検索　＜データ検索＞

データ検索に使用

· 編集　コンピューター/ハッキング

あらゆるメディアの編集や、データ転送に使用します。

· 暗号化　＜電子戦＞

データの暗号化に使用

· 仮想現実フィルター　【レスポンス】

ノードの造形をハッカーの望んだものに変換します。

1.〔仮想現実フィルター〕+【レスポンス】対ノードの【システム】+【レスポンス】の対決を行う。

2.ハッカーが勝利するとレスポンス+1，それ以外だとレスポンス-1．

· 走査　＜電子戦＞

無線ネットワークを探知するために使用。全ての機器には〔走査〕1が内蔵。

· 装甲

マトリックス戦闘での、防具。

· 攻撃　＜サイバー戦闘＞/＜ハッキング＞

プログラムやアイコンをクラッシュさせるために使用

· 生体信号フィルター

〔ブラックハンマー〕や〔ブラックアウト〕への対抗時に使用

· ブラックハンマー　＜サイバー戦闘＞/＜ハッキング＞

ホットシムユーザーに肉体ダメージを与える

· ブラックアウト　＜サイバー戦闘＞/＜ハッキング＞

対象に精神ダメージを与える。

· データ爆弾

パスワードなしでアクセスすると爆発しレーティング分のマトリクスダメージを与える

· 暗号解読　＜電子戦＞

暗号の解読に使用します。

· 解除　＜ハッキング＞

データ爆弾を無効化するために使用

· ECCM

ジャミングに対抗するためのソフトウェア

· 侵入　＜ハッキング＞

システムにパスワードなしで侵入する際に使用

· 修復　＜コンピューター＞

アイコンの修復に使用

· 傍受　＜ハッキング＞/＜電子戦＞

データの傍受に使用します

· 偽装　＜ハッキング＞

偽のアクセスIDを作成したり、追跡を攪乱したりするのに使用

· 隠密

ハッカーがシステムに侵入した際に、見つかりにくくしてくれます

· 追跡　＜コンピューター＞

ユーザーの接続を追跡するために使用します

●エージェント

エージェントは自立型プログラムで、現実世界でのドローンのようなもの

パイロット値と等しい【ファイヤーウォール】を持ち、ノードと等しい【レスポンス】を持つ

独立行動時には、ペルソナと別のノードにロードし、プログラムは全て起動状態である必要がある。

プログラムの上限は〔パイロット〕

